
□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（ア）ボランティアを探す検索条件

② 活動地域:エリアごとの県内５４市町村を複数選択可能
とする。

④ 活動日程:月、日毎に選択可能とする。

エリアでの検索は可能だが
「市町村名」や「活動日（期間）」での検索はできない

└活動日程での検索を可能と

する

（実装イメージ）



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（ア）ボランティアを探す検索条件

③ 募集対象:「専門・技術」は「専門・技術に（プロボノ）を追加、
「学生」は「学生（小学生）」「学生（中学生）」と「学生（高
校生以上）とする。



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（イ）複数条件を選択できるようにすること



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（ウ）検索後に絞込を行った条件が視覚的にわかるようにすること



□ ちばボランティアナビ再構築事業

検索条件となる必須事項の入力欄
が画面右下にあり、見落としが
発生しやすい

団体がボランティアを募集する際の入力画面

■ ２．２（６）機能追加
（エ）受入団体管理画面のユーザーインターフェースの改善



□ ちばボランティアナビ再構築事業

団体がボランティアを募集する際の入力画面

■ ２．２（６）機能追加
（オ）受入団体管理画面におけるボランティア情報の登録項目

①「活動地域」項目として、エリアごとの県内５４市町村を複数選
択可能とする。

②「募集対象」項目内の「専門・技術」は「専門・技術（プロボ
ノ）」とし、「学生」は「学生（小学生）」、「学生（中学
生）」と「学生（高校生以上）とする。

③「活動日程」項目として、月、日毎に複数選択、定期的な曜日や
日程での設定（毎月第２・３水曜日、毎１０日等）を可能とする。
※本項目は入力必須とはしない
※登録後に活動日に変更が生じた場合に公開後も修正可能とする



□ ちばボランティアナビ再構築事業

団体がボランティアを募集する際の入力画面

■ ２．２（６）機能追加
（オ）受入団体管理画面におけるボランティア情報の登録項目

③テキスト形式で入力する「活動日時」の項目は残すこと（「不定
期で月1回程度」、「４月～１２月までのプロジェクト期間中、週
1回程度」等の記載ができるようにする）なお、登録後に活動日に
変更が生じた場合に公開後も修正可能とする。



□ ちばボランティアナビ再構築事業

団体がボランティアを募集する際の入力画面

■ ２．２（６）機能追加
（カ）テキスト装飾機能の実装

受入団体管理画面におけるボランティア情報の登録項目に
おいて、「活動内容」「活動場所」は、URLリンク挿入など
の基本的なテキスト装飾機能を実装すること



□ ちばボランティアナビ再構築事業

団体が応募者情報を確認する画面

■ ２．２（６）機能追加
（キ）受入団体管理画面における応募者情報の確認及び応募者の「採用・不採用」の決定や活動証明書の発行

←応募者情報がボランティア募集記事の作成画面内に表示
されておりわかりづらい



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（キ）受入団体管理画面における応募者情報の確認及び応募者の「採用・不採用」の決定や活動証明書の発行

「採用・不採用」の決定や活動証明書の発行は「チェックしたユーザーにメール送信」ボタンからの更新となっており、
確認場所が直感的に分かりづらい



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（ク）参加個人会員及び参加団体会員による応募フォームの入力項目に「活動証明書の発行希望の有無」を追加

応募フォームの入力項目に、「活動証明書の発行希望の有無」を
追加

※現行サイトでは、活動証明書の発行希望がある場合は別途受入団
体宛てに問い合わせを行う必要がある



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（ケ）受入団体会員登録フォーム入力時に、受入団体情報の公開可否を設定

受入団体会員登録フォーム入力時に、受入団体情報の公開可否を
設定できるようにする。具体的には、受入団体情報を登録する画
面において、以下の項目それぞれについて公開・非公開を選択で
きるようにする

デフォルトで非公開とする項目
・受入団体の所在地:地番・建物名・号室
・電話番号
・FAX

※現行サイトではデフォルト設定がすべて公開になっている



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（コ）ボランティア活動証明書の発行、項目の編集

ボランティア活動証明書について、（ク）による参加個人会員
及び参加団体会員の発行希望の有無と、受入団体会員による
参加情報の登録が連動するなど、発行漏れが生じないように
すること。

また、ボランティア活動証明書の各項目は、発行時に受入団体
会員による編集を可能とすること。



□ ちばボランティアナビ再構築事業

■ ２．２（６）機能追加
（サ）受入団体会員への速やかな更新情報の提供と処理遅延の防止

募集中のボランティアへ参加個人会員又は参加団体会員から応募が行われた際や、受入団体会員から応募者への参加
可否の連絡や参加情報の登録が未実施の際に、受入団体会員のマイページへ通知のバッジを表示させるなど、受入
団体会員への速やかな更新情報の提供と処理遅延の防止策を追加

（実装イメージ 例）


